
 

2014 年度春セメスター 授業評価結果 
1．実施率 
 

表１ 授業評価実施率 

 

 
 専任教員担当科目については、全ての学部で 90％を越え、特に看護学部では 100%となった。全体の

実施率は、2013 年度春セメスターと比較すると 4 ポイント上昇していた。非常勤教員担当科目について

は、全学部で 100%実施出来た。 
今後は、看護学部同様、他の学部も実施率が 100%となるような働きかけが必要である。 

 
 
2．授業評価結果 

 
図１ 質問項目ごとの平均評定値 

 
 評価票の評価について「そう思う」（5 点）～「そう思わない」（1 点）と得点を与え、質問項目ごとに

平均評定値を算出した（図１）。 
 全体的傾向としては、Q1 を除く 6 項目で 4.0 以上という高い結果であった。しかし、「１．予習や復

習の実施」は、2013 年度春セメと比較すると 0.3 ポイント上昇したものの、3.5 であり、他の項目に比

べ低かったため、今後の授業時間外の予習や復習を行うような授業内容の工夫を各科目で考える必要が

ある。 

専任教員担当科目 非常勤教員担当科目

実施率(%) 実施率(%)
共通科目 90 100
看護学部 100 100
社会福祉学部 91 100
リハビリテーション学 95 100

全体 94 100
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7．学生の質問、意見、要望などがその先の授業に活用されていた

6．教員はリアクションペーパー・演習問題・その他の方法で、学

生の理解度把握に努めていた

5．教員の話し方（声の大きさ・速さ・説明など）はわかりやすい

ものであった

4．この授業の構成と進め方は適切だと思う

3．この科目で学ぶべき内容（知識・技術）が学修できた

2．主体的・自発的に授業に参加していた

1．予習や復習（課題、自己学習などを含む）をしてこの授業にで

ていた


